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浅野温子語り舞台「日本神話への誘い」（平成16年5月27日・拝殿）

『
日
本
神
話
へ
の
誘
い
ざ
な
い
』
を
終
え
て

今
や
世
界
は
も
と
よ
り
、
日
本
の
社
会
に
お
い
て
も
豊
富
な
物
質
と
快
適
な
暮
ら
し
を
手
に

入
れ
着
実
に
発
展
し
、
な
お
繁
栄
し
続
け
て
い
る
文
明
社
会
に
あ
っ
て
、
精
神
面
は
乏
し
く
な

り
自
然
と
の
調
和
も
崩
れ
、
様
々
な
問
題
が
生
じ
て
い
る
の
が
状
況
で
す
。

時
代
と
と
も
に
良
か
れ
悪
し
か
れ
流
行
は
次
々
に
生
ま
れ
常
に
変
化
す
る
中
、
多
く
の
人
々

は
今
現
在
を
、
ま
た
未
来
を
よ
り
よ
く
過
ご
せ
る
よ
う
先
を
見
据
え
て
弛
ま
ぬ
努
力
を
続
け
て

い
ま
す
。
将
来
を
見
据
え
る
こ
と
は
、
必
要
で
す
し
素
晴
ら
し
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
目
先
に
捕
ら
わ
れ
確
か
な
目
標
が
な
い
も
の
は
、
視
野
も
狭
く
行
き
先
を
見
失
い
、

修
正
が
き
か
ず
対
処
に
困
惑
す
る
ば
か
り
で
す
。
た
だ
漠
然
と
先
を
見
て
ば
か
り
で
は
な
く
、

こ
の
国
の
原
点
・
歴
史
を
振
り
返
り
、
時
代
の
流
行
は
変
わ
る
と
も
、
そ
の
根
底
に
変
わ
ら
ず

通
じ
て
い
る
も
の
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
も
大
事
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

日
本
人
の
も
の
の
考
え
方
、
感
じ
方
、
心
の
奥
底
に
あ
る
精
神
を
表
現
し
、
純
粋
に
読
み
取

れ
る
も
の
が
、
日
本
最
古
の
古
典
と
も
言
え
る
『
古
事
記
』
だ
と
思
い
ま
す
。
古
事
記
は
、
所

謂
神
話
で
神
様
の
お
話
で
す
が
、
人
間
味
あ
ふ
れ
る
身
近
な
も
の
で
あ
り
、
日
本
人
の
心
、
姿

が
偽
り
な
く
表
現
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
根
本
は
連
綿
と
語
り
継
が
れ
る
こ
と
に
よ
り
現
代
に
も

通
ず
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
現
代
社
会
で
は
、
神
話
の
精
神
が
反
映
さ
れ
る
こ

と
も
な
く
、
時
代
の
変
化
と
と
も
に
語
り
継
が
れ
る
こ
と
が
少
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
現
状
を
憂
い
つ
つ
女
優
・
浅
野
温
子
さ
ん
が
、
も
と
よ
り
お
考
え
で
あ
っ
た
神

話
の
語
り
舞
台
を
伊
勢
神
宮
を
皮
切
り
に
全
国
の
神
社
で
の
展
開
を
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
静
岡

県
で
は
、
三
嶋
大
社
・
静
岡
浅
間
神
社
、
そ
し
て
小
國
神
社
で
の
公
演
と
な
り
、
当
社
で
は
五

月
二
十
七
日
（
木
）
午
後
六
時
十
五
分
よ
り
拝
殿
内
で
の
舞
台
と
な
り
ま
し
た
。

内
容
は
、
古
事
記
よ
り
「
須
佐
之
男
と
大
国
主
神
」
と
「
大
国
主
神
と
ス
セ
リ
姫
」
の
二
話

で
構
成
さ
れ
、
共
に
当
社
の
御
祭
神
に
ま
つ
わ
る
お
話
で
し
た
。
当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ

夕
暮
れ
か
ら
移
る
時
間
帯
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
御
本
殿
と
木
々
に
囲
ま
れ
幻
想
的
な
空
間

の
中
、
予
め
応
募
い
た
だ
い
た
三
五
〇
名
の
方
た
ち
に
観
賞
し
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
が
こ

の
舞
台
の
シ
ナ
リ
オ
や
演
出
、
も
ち
ろ
ん
浅
野
さ
ん
の
熱
の
こ
も
っ
た
語
り
に
よ
り
、
ま
さ
に

神
話
の
世
界
へ
誘
わ
れ
、
時
間
の
流
れ
を
忘
れ
る
ほ
ど
の
素
晴
ら
し
い
舞
台
と
な
り
ま
し
た
。

公
演
中
は
、
感
動
の
あ
ま
り
涙
を
流
す
方
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
中
に
は
、「
も
っ
と
多
く
の

若
い
人
達
に
こ
の
舞
台
を
観
せ
て
あ
げ
た
い
」、「
古
事
記
を
聞
か
せ
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
た
」

な
ど
感
想
も
色
々
で
し
た
。
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と
ら
え
方
は
様
々
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
本
筋
を
間
違
わ
な
け
れ
ば
い
か
に
理
解
し
、
い
か

に
表
現
す
る
か
は
自
由
で
す
。
伝
え
る
側
、
教
わ
る
側
が
そ
れ
ぞ
れ
感
じ
る
古
事
記
で
よ
い

と
思
い
ま
す
。
大
切
な
の
は
、
い
つ
ま
で
も
語
ら
れ
、
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
で
あ
り
、

す
な
わ
ち
「
不
易
流
行
」
の
精
神
で
す
。
そ
れ
に
よ
り
、
次
世
代
へ
の
指
針
と
活
力
を
与
え

る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
う
し
た
意
味
も
含
め
ま
し
て
、
浅
野
さ
ん
を
始
め
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
の
今
後
の
更
な
る

ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
写
真
提
供
　
オ
フ
ィ
ス
・
ジ
ゴ
ロ
）
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巫女舞

稚
児
行
列
奉
仕
者
御
芳
名

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

倉
見
　
彩
香
　
　
　
　
　
　
森
町
一
宮

水
谷
　
百
翔
　
　
　
　
　
　
袋
井
市

水
谷
　
百
恵
　
　
　
　
　
　
袋
井
市

稚児舞 太平楽
山下 大貴・鈴木 雄大
鶴見 槇也・村松 俊哉

山下 奈々・市川 はるか
高木 真実・三浦 佑里恵

大場 竜士・大塚 佳毅
大場 勇輝・鶴見 祐介

太
平
楽
・
稚
児
舞
・
巫
女
舞

奉
仕
者
御
芳
名
（
敬
称
略
）

四
月
十
八
日
午
前
十
時
、
例
祭
が
斎
行
さ
れ

ま
し
た
。
本
年
は
、
三
年
振
り
に
晴
天
に
恵
ま

れ
穏
や
か
な
一
日
と
な
り
、
静
岡
県
神
社
庁
副

庁
長
櫻
井
豊
彦
様
を
は
じ
め
多
勢
の
皆
様
の
ご

参
列
を
賜
り
ま
し
た
。

同
日
、
午
後
二
時
に
は
例
祭
に
伴
い
神
幸
祭

を
執
り
行
い
ま
し
た
。
御
本
殿
に
て
祝
詞
奏
上

後
、
ご
神
霊
を
神
興
に
お
遷
し
す
る
御
霊
遷
し

の
儀
を
行
い
、
お
先
面
（
猿
田
彦
大
神
）
役
の

先
導
の
も
と
神
興
渡
御
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
行

列
は
神
幸
所
（
お
旅
所
）
に
向
か
い
、
神
幸
所

祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
最
初
の
行

列
に
舞
楽
人
一
同
を
加
え
一
の
鳥
居
ま
で
巡
行

し
、
こ
こ
で
、
勅
使
行
列
と
も
合
流
し
還
幸
へ

と
移
り
ま
す
。

勅
使
行
列
と
は
、
大
宝
元
年
（
七
〇
一
）
の

勅
使
参
向
を
復
元
し
た
も
の
で
、
本
年
の
勅
使

役
は
山
本
充
喜
様
が
ご
奉
仕
下
さ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
一
宮
全
地
区
の
小
供
み
こ
し
（
樽
み
こ

し
）
が
参
加
し
、
子
供
達
の
元
気
な
声
で
賑
わ

う
中
無
事
に
参
向
し
、
神
幸
祭
は
滞
り
な
く
斎

行
さ
れ
ま
し
た
。

指
南
役
・
楽
頭

白
幡
　
富
幸

副
指
南
役

大
場
　
　
篤

行
事

大
場
喜
久
司

天
野
智
加
志

師
匠

小
澤
　
広
一

北
嶋
　
恵
介

大
場
　
詞
信

内
藤
　
明
廣

師
匠
見
習

高
木
　
　
誠

衣
裳
方

小
林
　
　
隆

大
塚
　
静
雄

稚
児

山
下
　
大
貴

鈴
木
　
雄
大

鶴
見
　
槇
也

村
松
　
俊
哉

太
平
楽

大
場
　
竜
士

大
場
　
佳
毅

大
場
　
勇
輝

鶴
見
　
祐
介

色
香

乗
松
　
邦
明

鈴
木
　
嘉
久

井
口
　
智
博

朝
比
奈
　
斉

安
摩

狩
野
　
高
士

嶋
田
　
秀
邦

二
の
舞

鈴
木
　
邦
男

鈴
木
　
昌
人

山
下
　
昌
彦

野
口
　
雅
人

陵
王

鶴
見
　
俊
之

水
野
　
郁
男

納
蘇
利

大
場
　
　
学

白
幡
磨
佐
彦

獅
子

鶴
見
　
和
弘

鈴
木
　
清
次

平
田
　
章
浩

岩
瀬
　
公
紀

塩
沢
太
佳
夫

小
澤
　
賢
市

十
二
段
舞
楽
奉
仕
者
御
芳
名

（
敬
称
略
）舞楽奉仕者一同

お先面役

勅使行列
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当
社
の
森
は
、
古
来
よ
り
大
神
様
の
鎮
り

ま
す
「
鎮
守
の
森
」
と
し
て
守
り
継
が
れ
今

日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
参
道
周
辺
の
並
木

に
枯
れ
枝
が
目
立
つ
た
め
、
樹
木
医
に
原
因

と
対
策
の
調
査
を
依
頼
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
参
道
表
面
が
舗
装
道
路
以
上
に
硬
度
が

あ
り
、
根
が
酸
欠
状
態
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。

対
策
と
し
て
土
壌
改
良
が
急
務
で
あ
り
、

先
ず
土
を
軟
ら
か
く
し
土
中
に
空
気
を
送
る

方
法
が
示
さ
れ
、
昨
年
よ
り
膨
軟
化
工
事
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

本
年
も
圧
縮
空
気
を
土
中
で
爆
噴
さ
せ
る

機
具
を
使
い
参
道
に
千
余
の
穴
を
開
け
、
セ

ラ
ミ
ッ
ク
灰
活
性
酸
素
水
等
を
充
填
す
る
工

事
を
実
施
し
ま
し
た
。

速
効
性
の
あ
る
工
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

先
人
達
が
営
々
と
守
り
継
い
だ
森
を
後
世
に

引
き
継
ぐ
重
要
な
事
業
で
あ
り
ま
す
。

参
道
並
木
保
全
工
事
の
継
続
施
工

御
神
木
「
ひ
ょ
う
の
木
」

森
町
文
化
財
に
指
定

こ
の
度
、
当
社
の
御
神
木
「
ひ
ょ
う
の
木
」

（
学
名
・
イ
ス
ノ
キ
）
が
森
町
の
文
化
財
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
「
ひ
ょ
う
の
木
」
は
拝
殿
向
か
っ
て

左
手
の
参
集
殿
の
裏
手
に
あ
り
ま
す
。
二
本

の
木
が
絡
み
合
っ
て
い
る
よ
う
な
形
を
し
て

お
り
、
そ
の
形
が
男
女
の
抱
擁
の
様
子
を
表

す
と
さ
れ
縁
結
び
の
木
と
し
て
長
年
親
し
ま

れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
縁
遠
い
方
や

そ
の
家
族
の
方
が
こ
の
木
に
願
を
か
け
る
光

景
が
よ
く
み
ら
れ
ま
す
。

こ
の
木
に
は
葉
に
二
、
三
cm
程
の
イ
チ
ジ

ク
状
の
虫
　

ち
ゅ
う
え
い
（
虫
こ
ぶ
）
が
で
き
ま
す
。
こ

の
虫
　
に
は
虫
の
抜
け
出
た
穴
が
あ
り
、
風

が
吹
く
と
そ
の
穴
か
ら
「
ヒ
ョ
ウ
、
ヒ
ョ
ウ
」

と
音
が
す
る
と
い
わ
れ
、
こ
れ
に
ち
な
ん
で

「
ひ
ょ
う
の
木
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
の
虫
　
は
「
ひ
ょ
う
の
実
」

と
も
呼

ば
れ
、

縁
結
び

の
お
守

り
と
し

て
大
切

に
お
持

ち
帰
り

に
な
る

参
拝
者

も
み
ら

れ
ま
す
。

参道並木保全工事

ひょうの木

加
藤
商
店

三
木
の
里
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

若
葉
工
業
㈲

金
山
化
成
シ
ズ
オ
カ
㈱

ヤ
ス
マ
㈱
静
岡
工
場

杉
本
金
属
㈱
森
町
工
場

長
岡
香
料
㈱
静
岡
工
場

朝
日
製
作
所
㈱

ヤ
マ
ハ
発
動
機
㈱
森
町
工
場

㈲
加
藤
は
つ
り
工
業
所

太
雄
工
業
㈱

㈲
ア
マ
ノ

㈱
デ
イ
ト
ナ

シ
ェ
・
モ
ー
ン

保
食
や

伊
那
谷

太
田
茶
店

松
田
歯
科
医
院

日
本
温
装
工
業
㈱

指
定
売
店

マ
ル
ヤ
マ
石
油
ソ
ノ
ダ
給
油
所

有
限
会
社
富
士
鉄
工

有
限
会
社
大
寶
建
設

㈲
す
ず
き
工
業

鈴
木
農
園

あ
さ
ひ
な
㈱

㈱
伸
孝

㈱
ダ
イ
ゴ

㈲
朝
比
奈
造
園

石
橋
　
寛
一

鈴
木
塗
装

家
本
工
務
店

田
中
屋
酒
店

家
本
建
機
工
業
㈱

か
ね
と
よ
㈱

㈱
ツ
カ
モ
ト

㈲
ム
ラ
マ
ツ
住
建

㈲
桜
井
工
業
所

㈲
守
屋
モ
ー
タ
ー

内
山
商
会
山
梨
店

㈲
北
島
電
気

㈲
今
泉
土
木

㈲
信
濃
精
密

カ
ル
ト
㈱

ダ
イ
ド
ー
建
設
㈱

魚
泰

有
限
会
社
泰
伸

エ
ビ
ス
ヤ
㈲

鈴
伍
酒
店

ヘ
ヤ
ー
サ
ロ
ン
高
木

森
の
び
よ
う
し
つ

山
本
美
容
院

美
容
室
た
け
し
の
店

遠
州
中
央
農
協
一
宮
支
店

百
々
や

一
ノ
宮
郵
便
局

㈲
共
栄
土
建

㈱
袴
田
製
作
所

豊
一
商
店

わ
か
さ
屋

わ
さ
び
白
川
商
店

笹
間
商
店

大
塚
彫
刻
工
芸

堀
内
ふ
と
ん
店

中
根
美
容
室

東
京
理
容

㈲
栄
産
業

三
幸
産
業
㈱

金
原
石
油

す
ず
き
美
容
室

㈲
船
木
鉄
建

萩
原
造
園
㈲

鈴
木
　
弘
子

㈲
西
尾
工
務
店

大
同
ア
ミ
ス
タ
ー
㈱

㈱
ハ
マ
ネ
ツ
森
工
場

深
井
無
線
工
業
㈱
森
工
場

㈲
　
石
川
園

㈲
　
鈴
木
次
郎
商
店

㈱
　
島
商
店

長
松
浦
製
茶
㈱

い
し
だ
茶
屋

青
木
総
業

シ
ャ
ト
ー
中
川

エ
ム
ケ
イ
デ
ン
キ
㈲

神
馬
急
送
㈲

青
木
友
香

青
木
恒
産

青
木
良
太

長
谷
川
建
具

㈱
山
本
環
境
整
備

大
場
獣
医
科
医
院

中
村
　
登

や
ま
ひ
ろ
㈱
関
東
工
場

マ
ル
ミ
塗
装

山
田
建
設

高
木
工
業

高
木
建
築

焼
雲
窯

㈱
ザ
・
フ
ォ
レ
ス
ト
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

㈱
鈴
木
土
建

㈲
ヤ
マ
ニ
シ
建
築

佐
藤
修
子

栗
田
商
店

氏
子
各
地
区
よ
り
神
賑

料
の
ご
奉
賛
を
戴
き
ま

し
た
こ
と
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

森
　
町

森
　
町

茨
城
県

山
梨
県

森
　
町

栃
木
県

森
　
町

森
　
町

掛
川
市

袋
井
市

浜
北
市

茨
城
県

森
　
町

掛
川
市

森
　
町

島
田
市

京
都
府

森
　
町

水
野
修
次

北
嶋
糀
店

（
株
）
三
愛
工
芸

（
有
）
丸
井
紙
店

指
定
売
店

（
株
）
阿
部

倉
見
建
設
（
株
）

魚
太

（
株
）
樹
生

（
株
）
さ
の
や
会
館

西
遠
消
防
機
具（
株
）

常
陸
神
宝
（
株
）

み
ど
り
写
真
館

高
塚
印
刷
所

森
下
建
設
（
株
）

榛
葉
工
芸

（
株
）
松
下
装
束
店

（
株
）
小
倉
商
店

春
日
屋

豊
田
合
成（
株
）森
町
工
場

セ
コ
ム
（
株
）
磐
田
支
社

（
有
）
デ
ザ
イ
ン
オ
フ
ィ
ス

エ
ム
・
エ
ス
・
シ
ー

（
株
）
村
上
社
寺
工
芸
社

モ
リ
シ
タ
デ
ザ
イ
ン
　

（
株
）
長
谷
川
製
作
所

（
株
）
プ
ロ
ハ
イ
サ
ー
ビ
ス

（
有
）
浦
野
モ
ー
タ
ー
ス

（
株
）
天
信
堂

大
石
糀
店

（
有
）
宮
崎
モ
ー
タ
ー
ス

富
士
千
木
材（
株
）

（
有
）
大
島
寅
次
郎
商
店

（
株
）
三
永

浅
岡
菓
子
舗

袋
井
市

森
　
町

磐
田
市

袋
井
市

兵
庫
県

森
　
町

埼
玉
県

豊
田
町

森
　
町

大
阪
府

森
　
町

森
　
町

浜
松
市

福
島
県

森
　
町

森
　
町



静
岡
県
氏
子
青
年
協
議
会
の
「
家
族
会
」

が
、
去
る
五
月
三
十
日
（
日
）
午
前
十
時
三

十
分
よ
り
小
國
神
社
の
境
内
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
本
年
は
当
社
氏
子
青
年
会
が
当
番

と
な
り
、
当
会
よ
り
二
十
一
家
族
四
十
二
名

が
参
加
、
総
勢
で
五
十
九
家
族
一
五
三
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
正
式
参
拝
を
受
け
た
後
、

花
し
ょ
う
ぶ
の
観
賞
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス
レ

チ
ッ
ク
な
ど
で
楽
し
み
ま
し
た
。
大
宝
殿
下

の
駐
車
場
で
昼
食
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
と
り
、

宮
川
で
の
ヤ
マ
メ
の
つ
か
み
取
り
な
ど
が
行

わ
れ
、
子
供
達
は
手
に
し
た
ヤ
マ
メ
を
自
慢

そ
う
に
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
に
見
せ
る
な

ど
様
々
に
楽
し
み
ま
し
た
。
途
中
雨
に
降
ら

れ
る
な
ど
の
一
幕
も
あ
り
ま
し
た
が
天
候
も

ど
う
に
か
も
ち
、「
楽
し
い
一
日
で
し
た
」
と

皆
様
か
ら
御
礼
の
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。
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桜
ま
つ
り
・
花
菖
蒲
ま
つ
り
の
実
施

え
た
花
菖
蒲
を
観
賞
に
来
ら
れ
た
方
た
ち
で

園
内
は
賑
わ
い
、
天
候
の
落
ち
着
い
た
午
後

か
ら
は
ご
参
拝
の
方
た
ち
も
増
え
、
演
奏
に

拍
手
を
贈
ら
れ
る
方
や
盆
栽
を
手
に
し
て
い

る
方
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
屋
内
で
の

茶
席
も
、
多
く
の
方
に
お
点
前
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。

夏
越
の
大
祓
式
斎
行

毎
年
六
月
と
十
二
月
の
晦
日
に
大
祓
式
が

全
国
の
神
社
で
執
り
行
わ
れ
ま
す
。
六
月
は

夏
越
（
水
無
月
）
の
大
祓
、
十
二
月
は
師
走

（
年
越
）
の
大
祓
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
大
祓

と
は
、
私
達
が
日
常
生
活
の
中
で
知
ら
ず
知

ら
ず
の
う
ち
に
犯
し
て
し
ま
う
罪
や
穢
れ
な

ど
を
祓
い
、
明
る
く
清
い
心
に
立
ち
返
る
神

事
で
す
。
当
社
の
夏
越
の
大
祓
式
が
去
る
六

月
三
十
日
午
後
三
時
よ
り
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

罪
や
穢
れ
を
移
し
た
人
形
ひ
と
が
た

を
前
に
、
二
百
余

名
の
参
列
者
が
切
麻
き
り
ぬ
き

に
て
身
心
を
清
め
た
後
、

拝
殿
前
の
参
道
に
設
け
ら
れ
た
茅
の
輪
を
く

ぐ
り
疫
病
除
を
願
い
ま
し
た
。
こ
の
茅
の
輪

は
、
氏
子
の
方
よ
り
わ
け
て
戴
い
た
茅
萓
で

作
製
い
た
し
ま
し
た
。
十
二
月
に
は
師
走
の

大
祓
式
を
斎
行
い
た
し
ま
す
の
で
、
是
非
ご

参
列
下
さ
い
。

家族会「ヤマメのつかみ取り」

長尾早苗先生の奉納演奏（前列）

一宮花菖蒲園

夏越の大祓式（茅の輪神事）

静
岡
県
氏
子
青
年
協
議
会

「
家
族
会
」
の
開
催

お茶席（雨天につき大宝殿にて実施）

当
社
で
は
、
春
は
「
桜
ま
つ
り
」、
初
夏
に

「
花
菖
蒲
ま
つ
り
」
ま
た
秋
に
は
「
も
み
じ
ま

つ
り
」
と
時
節
に
合
わ
せ
て
開
催
を
し
て
お

り
ま
す
。

本
年
は
、
春
よ
り
花
木
類
の
開
花
が
早
く
、

桜
・
花
菖
蒲
と
も
に
例
年
よ
り
一
週
間
ほ
ど

早
く
見
頃
を
迎
え
ま
し
た
。

四
月
の
さ
く
ら
ま
つ
り
で
は
、
毎
年
琴
の

奉
納
演
奏
を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

「
む
ら
さ
き
会
」
主
宰
・
望
月
よ
し
の
先
生
と

宮
城
流
で
同
門
の
長
尾
早
苗
先
生
が
特
別
演

奏
さ
れ
、
華
を
そ
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
六
月
の
花
菖
蒲
ま
つ
り
は
、
朝
か

ら
生
憎
の
雨
と
な
り
、
手
水
舎
付
近
と
事
待

池
端
に
て
予
定
さ
れ
て
い
た
野
点
は
、
大
宝

殿
で
の
接
待
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
舞
殿

に
お
い
て
は
琴
と
尺
八
の
奉
納
演
奏
、
休
憩

所
前
で
は
盆
栽
の
展
示
・
即
売
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

悪
天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
最
盛
期
を
迎
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滝
宮
社
は
須
佐
之
男
命

ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト

と
瀬
織
津
比
　
神

セ
オ
リ
ツ
ヒ
メ
ノ
カ
ミ

を
お
祀
り
す
る
境
内
末
社
の
一
社
で
、
慶
長

五
年
（
一
六
〇
〇
年
）
の
絵
図
に
記
さ
れ
て

い
る
往
古
よ
り
の
一
社
で
あ
り
ま
す
。
拝
殿

前
広
場
よ
り
宮
川
の
も
み
じ
橋
を
渡
り
、
林

道
を
北
に
数
メ
ー
ト
ル
進
む
と
右
側
に
登
山

口
が
あ
り
ま
す
。
登
る
に
し
た
が
い
、
右
眼

下
を
見
下
ろ
す
と
高
さ
七
メ
ー
ト
ル
程
の
滝

が
流
れ
て
い
ま
す
。
お
社
は
山
中
の
中
腹
に

鎮
ま
り
、
滝
の
上
に
位
置
し
ま
す
。
例
祭
は

十
二
月
十
八
日
の
月
次
祭
斎
行
後
、
引
続
き

斎
行
さ
れ
ま
す
。

御
祭
神
の
二
神
は
、
水
に
関
係
す
る
御
神

徳
が
あ
り
ま
す
。
須
佐
之
男
命
は
神
話
「
八

岐
大
蛇
」
で
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
治
水
の

神
で
あ
り
、
瀬
織
津
比
　
神
は
祓
戸
大
神
の

一
神
と
し
て
、
不
浄
な
も
の
を
清
浄
に
す
る

お
祓
い
の
神
で
あ
り
ま
す
。
清
流
宮
川
の
治

水
を
守
り
、
水
の
力
に
よ
り
不
浄
な
も
の
が

あ
れ
ば
祓
い
清
め
る
と
い
っ
た
神
霊
の
働
き

を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
滝
は
大
き
な
水
の

力
の
象
徴

で
あ
り
、

例

祭

が

「
師
走
の
大

祓
式
」
と

同
月
に
斎

行
さ
れ
る

と
こ
ろ
に

意
義
が
あ

り
ま
す
。

―
滝
宮
社
―

一

日

六

日

十
三
日

十
八
日

月
次
祭

本
宮
山
月
次
祭

甲
子
祭

月
次
祭

（
午
前
九
時
）

（
午
前
十
時
）

（
午
前
九
時
）

（
午
前
九
時
）

一

日

六

日

十
八
日

三
十
一
日

三
十
一
日

月
次
祭

本
宮
山
月
次
祭

月
次
祭

境
内
地
譲
渡
記
念
祭

愛
宕
神
社
例
祭

（
午
前
九
時
）

（
午
前
十
時
）

（
午
前
九
時
）

（
午
前
八
時
）

（
午
前
九
時
）

一

日

六

日

十
八
日

二
十
三
日

二
十
五
日

二
十
五
日

月
次
祭

本
宮
山
月
次
祭

月
次
祭

秋
季
皇
霊
祭
遙
拝
式

御
柱
祭

敬
老
祭
安
心
祭

（
午
前
九
時
）

（
午
前
十
時
）

（
午
前
九
時
）

（
午
前
九
時
）

（
午
前
十
時
）

（
午
前
十
時
）

一

日

六

日

九

日

十
二
日

十
七
日

十
八
日

十
八
日

月
次
祭

本
宮
山
月
次
祭

白
鬚
神
社
例
祭

甲
子
祭

神
嘗
祭
当
日
祭

月
次
祭

福
神
像
頒
布
式

（
午
前
九
時
）

（
午
前
十
時
）

（
午
後
二
時
）

（
午
前
九
時
）

（
午
前
九
時
）

（
午
前
十
時
）

（
午
前
十
時
）

モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
は
森
林
の
樹
上
等
に
生

息
し
、
眼
の
虹
彩
は
オ
レ
ン
ジ
色
で
、
四
肢

の
指
に
は
発
達
し
た
吸
盤
を
も
つ
体
調
五
〜

九
cm
の
中
型
の
カ
エ
ル
で
す
。
繁
殖
期
は
四

〜
七
月
で
、
池
や
沼
の
周
辺
の
樹
木
の
枝
先

に
、
白
い
泡
状
の
卵
塊
（
卵
の
か
た
ま
り
）

を
産
み
付
け
ま
す
。
十
cm
程
の
楕
円
形
の
卵

塊
の
中
に
は
三
百
〜
八
百
個
の
卵
が
入
っ
て

お
り
、
一
〜
二
週
間
で
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
に

成
長
し
、
水
中
へ
と
落
下
し
ま
す
。
そ
の
生

態
の
珍
し
さ
も
あ
り
、
岩
手
県
の
大
揚
沼
や

福
島
県
の
平
伏
沼
が
繁
殖
地
と
し
て
国
の
天

然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
産
卵
場

所
や
幼
生
の
生

活
場
所
と
な
る

水
環
境
と
変
態

後
の
生
活
場
所

と
な
る
森
林
が

共
に
守
ら
れ
て

い
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
当
社

で
は
六
月
頃
、

宮
奥
の
小
池
の

周
り
の

紅
葉
に

何
個
も

の
卵
塊

を
み
る

こ
と
が

で
き
ま

す
。 モ

リ
ア
オ
ガ
エ
ル
の
産
卵

カ
エ
ル
目
ア
オ
ガ
エ
ル
科

モリアオガエル

彼岸花とヤブラン 玉すだれ

滝　宮　社

卵　塊
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河
合
　
浩
志

齋
藤
　
　
光

八
木
　
斗
麻

水
谷
　
奈
桜

水
谷
　
紗
弥

水
谷
真
沙
希

鈴
木
　
堅
斗

片
桐
　
雅
貴

大
野
　
誠
心

柴
山
ま
り
ん

山
本
　
紗
理

鈴
木
美
咲
希

甚
沢
　
歩
輝

鈴
木
　
優
希

伊
藤
　
　
翼

中
村
　
美
月

山
内
　
万
由

神
谷
　
美
結

萩
原
　
悠
介

神
田
　
知
希

鈴
木
　
瑠
唯

篠
　
　
美
玖

山
下
　
真
由

岩
　
　
晴
香

近
藤
　
涼
太

小
澤
茉
莉
花

増
田
　
凌
空

渡
辺
　
晴
翔

阿
部
　
陽
斗

岩
本
　
萌
花

鈴
木
　
拓
真

山
本
　
康
生

大
場
　
孝
輝

加
藤
進
太
郎

山
下
実
澪
那

堀
田
　
楓
馬

溝
口
　
朝
日

杉
本
　
菜
緒

豊
岡
村

浜
松
市

天
竜
市

浜
北
市

浜
北
市

大
須
賀
町

浜
松
市

浜
松
市

掛
川
市

袋
井
市

森

町

袋
井
市

袋
井
市

浜
北
市

浜
松
市

豊
田
町

竜
洋
町

浜
松
市

森

町

浜
松
市

豊
田
町

御
前
崎
市

豊
岡
村

浜
北
市

浅
羽
町

森

町

御
前
崎
市

袋
井
市

浜
北
市

浜
松
市

袋
井
市

森

町

森

町

掛
川
市

森

町

袋
井
市

浅
羽
町

浜
松
市

○
当
社
で
は
、
お
子
様
の
命
名

を
申
し
受
け
て
お
り
ま
す
。

平
成
十
六
年
二
月
一
日

〜
平
成
十
六
年
五
月
三
十
一
日

芝
本
　
早
菜

青
木
　
　
翼

荒
木
　
良
太

早
野
　
司
紗

夏
目
　
裕
斗

増
田
真
実
菜

前
島
　
陽
人

竹
下
　
　
宗

竹
下
　
空
奈

加
藤
　
龍
聖

田
村
　
　
萌

狩
野
　
友
蓮

佐
藤
　
琉
偉

馬
渕
奈
緒
美

原
日
菜
乃

松
下
　
愛
実

富
井
　
柊
太

相
羽
　
啓
佑

柴
田
凌
太
朗

松
島
　
侑
聖

木
　
康
佑

掛
川
市

浜
松
市

静
岡
市

春
野
町

袋
井
市

掛
川
市

磐
田
市

袋
井
市

袋
井
市

袋
井
市

小
笠
町

掛
川
市

掛
川
市

袋
井
市

浜
北
市

袋
井
市

掛
川
市

湖
西
市

袋
井
市

浜
松
市

森
　
町

入
社
い
た
し
ま
し
て
、
早
や

数
ヶ
月
が
経
ち
ま
し
た
。
ア
ル

バ
イ
ト
で
は
数
年
間
ご
奉
仕
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た

が
、
伝
統
あ
る
小
國
神
社
に
奉

職
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
て
、

心
よ
り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

ア
ル
バ
イ
ト
で
の
ご
奉
仕
と

は
違
い
、
入
社
し
て
か
ら
は
初

め
て
の
こ
と
も
多
く
あ
り
、
先

輩
の
方
々
に
ご
迷
惑
を
か
け
て

お
り
ま
す
。
少
し
で
も
早
く
先

輩
方
に
近
づ
け
る
よ
う
に
、

日
々
努
力
し
て
い
く
と
と
も

に
、
参
拝
者
の
方
を
は
じ
め
多

く
の
方
に
感
謝
の
気
持
ち
を
忘

れ
る
こ
と
な
く
、
ご
奉
仕
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

巫
女
　
木
村
き
む
ら

貴た
か

美み

本
年
も
秋
を
テ
ー
マ
に
し
た
写
真
コ
ン

テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
す
。
応
募
作
品
は
、

本
年
の
紅
葉
・
も
み
じ
ま
つ
り
の
風
景
全

般
に
な
り
ま
す
。
紅
葉
狩
り
や
七
五
三
詣

り
な
ど
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真
も
対
象
に
な
り

「
秋
の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」
開
催

12月25日必着
写真コンテスト実行委員会
富士写真フィルム㈱
平成17年2月中旬

締　切
審　査

発　表
※詳しくは、写真コンテスト係までお問い合　　
わせ下さい。

最優秀賞
（1名）

賞金・賞状・富士フィルム賞
静岡新聞社静岡放送賞

優 秀 賞
（2名）

賞金・賞状・富士フィルム賞
中日新聞東海本社賞

特 別 賞
（1名）

小國神社宮司賞・賞金・賞状
富士フィルム賞

入 選
（10名）

賞状・副賞（一品）
富士フィルム賞

ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
応
募
下
さ
い
。

応
募
作
品
は
四
つ
切
・
ワ
イ
ド
四
つ
切

で
裏
面
に
指
定
の
応
募
票
を
必
ず
貼
付
し

て
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
係
ま
で
お
送
り
下
さ

い
。
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

平成15年　入選　＜朝光の中・加藤徳治氏＞



〈
ス
イ
カ
ズ
ラ
科
ガ
マ
ズ
ミ
属
　
落
葉
低
木
〉

山
野
の
谷
や
川
沿
い
に
多
く
生
え

高
さ
二

六
ｍ
に
な
り
ま
す

花
が
美
し
い
た
め
庭
木

湿
地
に
よ
く
育
ち

地
下
に
芋
状
の
塊

か
た
ま
りの
で

き
る
こ
と
か
ら
海
芋
か
い
う

と
呼
ば
れ
ま
す
が

最
近

で
は
”カ
ラ

“と
い

た
方
が
親
し
ま
れ
た
呼

び
名
か
も
し
れ
ま
せ
ん

カ
ラ

と
は
「
美
し

い
」
と
い
う
意
味
の
ギ
リ
シ
ア
語
が
語
源
と
い

わ
れ
ま
す

乙
女
の
し
と
や
か
さ
・
清
浄
と
い

う
花
言
葉
が
あ
り

ウ
エ
デ

ン
グ
ブ

ケ
等

に
用
い
ら
れ
ま
す

第１１号 玉　垂 平成16年7月10日

8

平
成
十
六
年
七
月
十
日

「
玉
垂
」
（
た
ま
だ
れ
）
第
十
一
号

題
字
揮
毫

神
社
本
廳
前
総
長
　
工
藤
　
伊
豆

発
　
行
　
小
國
神
社
社
務
所

郵
便
番
号

四
三
七

〇
二
二
六

住
　
所
　
静
岡
県
周
智
郡
森
町
一
宮
三
九
五
六

一

電
話
番
号

〇
五
三
八
（
八
九
）
七
三
〇
二

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
五
三
八
（
八
九
）
七
三
六
七

印
　
刷
　
㈲
デ
ザ
イ
ン
オ
フ

ス
　
エ
ム
・
エ
ス
・
シ

振
興
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
　

研
修
旅
行
参
加
者
の
応
募

編
　
　
集
　
　
後
　
　
記

表
紙
写
真
に
つ
い
て

平
成
十
六
年
五
月
二
十
七
日
（
木
）
午
後
六
時
十
五

分

拝
殿
に
お
い
て
公
演
さ
れ
た
浅
野
温
子
語
り
舞
台

の
状
況
で
す

神
社
の
杜
の
中
で
最
も
御
神
前
に
近
い

場
所
に
て

御
祭
神
に
ま
つ
わ
る
神
話
の
語
り
が
お
こ

な
わ
れ

多
く
の
皆
様
を
魅
了
い
た
し
ま
し
た

○
「
玉
垂
」
十
一
号
を
お
届
け
し
ま
す

今
号
に
は

浅
野
温
子

語
り
舞
台
『
日
本
神
話
へ
の
誘
い
』
の
公
演
写
真
を
多
く
取
り

入
れ
ま
し
た

写
真
に
よ
る
報
告
が
主
で
恐
縮
で
す
が

ア
ン

ケ

ト
の
中
に
「
夢
の
様
な
至
福
の
時
で
し
た

小
一
の
息
子

に
因
幡
の
白
兎
を
読
ん
で
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
」
と
あ
り

感
激
い
た
し
ま
し
た

日
本
中
の
女
性

特
に
母
親
が
語
り
部

に
な
る
と
い
う
こ
と
は

と
て
も
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
は
な
い

で
し

う
か

○
宮
川
の
紅
葉
は
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が

皆
様

が
あ
ま
り
ご
存
じ
な
い
の
は
「
河
鹿
蛙

カ
ジ
カ
ガ
エ
ル
」
の
鳴
き
声
で
す

初

夏
の
晴
天
の
日
に
は

こ
こ
ち
よ
く
聞
こ
え
て
き
ま
す

因
に

雄
の
方
は
声
が
美
し
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

当
会
で
は

隔
年
毎
に
研
修
旅
行
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

今
回
は
白
山
比
　
神
社
参
拝
・
北
陸
方
面
へ
と
九
月
十
六

日

十
七
日
の
一
泊
二
日
の
日
程
で
実
施
さ
れ
ま
す

境
内
末
社
の
白
山
社
が
昨
年
改
築
さ
れ

本
年
春
に
は

白
山
比
　
神
社
よ
り
ご
分
霊
を
拝
戴
し

ゆ
か
り
も
深
い

神
社
へ
の
参
拝
と
な
り
ま
す
の
で

是
非
こ
の
機
会
に
ご

参
加
下
さ
い

霊
峰
白
山
の
御
神
気
に
ふ
れ

初
秋
の
北

陸
路
の
旅
を
満
喫
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ

ま
す

尚

お
申
し
込
み
は

会
員
の
み
で
各
地
区
理
事

さ
ん
を
通
し
て
と
な
り
ま
す

◇
募
集
人
数
　
先
着
四
十
五
名
に
て
締
切
り
ま
す

◇
参
加
費
　
　
お
一
人
　
二
五
’〇
〇
〇
円

「
小
國
の
杜
・
点
描
」

〈
オ
ト
ギ
リ
ソ
ウ
科
オ
ト
ギ
リ
ソ
ウ
属

半
落
葉
小
低
木
〉

古
く
か
ら
庭
木
や
公
園
樹
と
し
て
植
え
ら
れ

よ
く
枝
分
か
れ
し

高
さ
約
一
ｍ
に
な
り
ま
す

六
月

七
月

梅
に
似
た
径
三
cm
ほ
ど
の
黄
色

の
五
弁
花
を

つ
け
ま
す

近
隣
種
の
未ビ

央
柳
ヨ
ウ
ヤ
ナ
ギ
は

花

の
径
五
cm
ほ

ど
で
雄
し
べ

が
花
弁
よ
り

長
い
こ
と
で

区
別
で
き
ま

す
金
糸
梅
（
き
ん
し
ば
い
）

薮
手
鞠
（
や
ぶ
で
ま
り
）

駒繋（こまつなぎ）

海芋（かいう） 金糸梅（きんしばい）

海
芋
（
か
い
う
）
〈
サ
ト
イ
モ
科
　
球
根
〉

駒
繋
（
こ
ま
つ
な
ぎ
）

〈
マ
メ
科
コ
マ
ツ
ナ
ギ
属
　
落
葉
小
低
木
〉

高
さ
三
十

百
cm
に
な
り

株
の
基
部
よ
り

多
く
の
枝
を
出
し
ま
す

六
月
中
旬
よ
り
長
さ

三
cm
ほ
ど
の
萩
に
似
た
花
を
つ
け
ま
す

茎
や

根
が
丈
夫
な
こ
と
か
ら
馬
の
手
綱
を
つ
な
い
だ

と
も

ま
た
は
馬
の
好
物
で
あ
り
馬
を
立
ち
止

ま
ら
せ
た
と
も
い
わ
れ

ウ
マ
ツ
ナ
ギ
・
コ
マ

ト
ド
メ
と
の
別
称
も
あ
り
ま
す

薮手鞠（やぶでまり）

と
し
て
植
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り

五
月
中
旬

頃

ガ
ク
ア
ジ
サ
イ
に
似
た
白
色
の
花
を
密
に

つ
け
ま
す

果
実
は
初
め
赤
く

の
ち
に
黒
く

熟
し
ま
す

漢
名
は
胡
蝶
戯
珠
花

事
待
池
の

ほ
と
り
で
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す


